
 
資料２ 

【居宅介護支援、介護予防支援】 

〇短期入所サービスの長期利用について 

 

１．長期利用をするということ 

そもそも… 

つまり、 

①在宅生活の維持につながるよう留意すること 

②（特に必要と認められる場合を除き）認定期間の半分を超えないようにすること 

が必要です。 

 

また… 

短期入所サービス事業者も、画一的な計画とならないよう配慮する必要があります。 

 

では、長期利用の利用者に対しケアマネジャーは 

・在宅生活の維持につながる計画を立てていますか？ 

・「特に必要と認められる理由」を整理していますか？ 

・画一的な計画を立てていませんか？ 

【指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準】 

第１３条第２１号 

介護支援専門員は、居宅サービス計画に短期入所生活介護又は短期入所療養介護を

位置付ける場合にあっては、利用者の居宅における自立した日常生活の維持に十分

に留意するものとし、利用者の心身の状況等を勘案して特に必要と認められる場 

合を除き、短期入所生活介護及び短期入所療養介護を利用する日数が要介護認定の

有効期間のおおむね半数を超えないようにしなければならない。 

【指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準】 

第１２８条第２項 

指定短期入所生活介護は、相当期間以上（※）にわたり継続して入所する利用者に

ついては、次条第一項に規定する短期入所生活介護計画に基づき、漫然かつ画一的

なものとならないよう配慮して行われなければならない。 

※相当期間以上＝概ね４日以上 
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２．長期利用をするときは 

介護保険基準上に定められたルールはなく、各保険者で異なります。 

 

・県内他市……理由書、居宅サービス計画書を提出（一例） 

・宇 部 市……担当者会議等で利用の必要性等について協議し、内容を記録する 

       ＝「ケアマネジャーを中心によく検討してください」ということ 

       本当に「特に必要な理由」となっていますか？ 

 

 

これからは… 

〇「市が指定した利用者」とは？ 

 既に長期利用（認定期間の半数を超えた利用）をしている利用者のうち、市が特に理由を

確認すべきと判断した利用者 

 ※担当する居宅介護支援事業所宛に文書で通知します。 

 

〇理由書とは？ 

 利用者（及び利用者家族）の状況や意向、施設の検討状況、申込状況（特養待機の場合等）、 

 今後の支援方針などをまとめたもの。長期利用をするにあたり検討すべき事項の一例。 

 【ヒント】 

  ・安易に「在宅生活は難しい」と判断していませんか？ 

  ・「家族が希望している」だけで特に必要な理由になりますか？ 

  ・要介護２で特養待機は適正ですか？状態が悪くなるのを待ちますか？ 

  ・特養は本当に空いていませんか？特定の施設に選り好みしていませんか？ 

 

 

３．まとめ 

基本的には今までのやり方と変わりません。今までどおり、担当者会議等で利用の必要性等 

について検討し、記録してください。 

市から求められた場合にのみ、理由書等を作成し提出してください。 

ただし、理由書に記載する内容は長期利用をする時点で検討しておくべき内容です。今後、 

短期入所の長期利用をする際は理由書を参考に検討を深めてください。 

・宇 部 市……担当者会議等で利用の必要性等について協議し、内容を記録する 

       （引き続きケアマネジャーさんを中心によく検討すること） 

              ＋ 

       市が指定した利用者については理由書等を提出 

 


